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海 上 幕 僚 長      

 

教育審査実施基準について（通達） 

 

 標記について、海上自衛隊の教育訓練の実施に関する達（昭和４２年海上自衛隊

達第３１号）第１６条の規定に基づき教育審査を実施するため、別紙のとおり定め

る。 

なお、教育審査実施基準について（通達）（海幕教第２２３２号。１９．３．２

８）は廃止する。 
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写送付先：自衛隊情報保全隊司令 

護衛艦隊司令官 

航空集団司令官 

潜水艦隊司令官 

掃海隊群司令 

練習艦隊司令官 

海上自衛隊警務隊司令 

印刷補給隊司令 

海上自衛隊東京業務隊司令 

海上自衛隊補給本部長 

自衛隊大湊、舞鶴、呉、佐世保病院長 

各護衛隊群司令 

海上訓練指導隊群司令 

各航空群司令 

各潜水隊群司令 

情報業務群司令 

海洋業務・対潜支援群司令 

開発隊群司令 

各教育航空群司令 

電子情報支援隊司令 

指揮通信開発隊司令 

艦艇開発隊司令 

航空プログラム開発隊司令 

誘導武器教育訓練隊司令 

潜水艦教育訓練隊司令 

第１輸送隊司令 

各教育隊司令 

保全監査隊司令 

航空管制隊司令 

第５１航空隊司令 

第２１１、第２１２教育航空隊司令 

標的機整備隊司令 
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別 紙 

 

教 育 審 査 実 施 基 準 

 

１ 目 的 

海上自衛隊の教育訓練の実施に関する達（昭和４２年海上自衛隊達第３１号。

以下「達」という。）第２条第２号に規定する校長等を置く部隊及び機関（以下「学

校等」という。）における教育の現状を審査してその改善を図り、学校等における

教育の効率的実施に資する。 

２ 要 領 

（１）教育審査は、付表第１を標準（各学校等において、評価が困難な事項を除く。）

として実施するものとする。この際、入校（隊）及び修業時の知識及び技能に

対する適正な評価に基づいて教育成果を判定し、不良と認められる場合は、分

析、評価又は調査資料等を総合して、その原因を究明するものとする。 

（２）教育審査は、学校等の組織機能を全面的に活用し、体系的かつ合理的に実施

する。 

３ 結果の通知等 

教育航空集団司令官、校長等（各教育航空群司令、第２１１教育航空隊司令及

び第２１２教育航空隊司令を除く。）は、付表第２に定める教育統計について、

当該年度終了後、６か月以内に海上幕僚監部人事教育部長に通知する。教育航空

集団司令官は、各教育航空群、第２１１教育航空隊及び第２１２教育航空隊の教

育統計を取りまとめて通知する。 

なお、付表第１に定める総合教育評価の結果を通知することにより、教育統計

の通知に代えることができる。 

海上幕僚監部教育課長は、各学校等の教育統計等を分析することにより問題点

を摘出し、その改善処置の方向を検討するとともに、必要な事項について学校等

の教育に反映させる。



 

付表第１ 

教 育 審 査 実 施 基 準 

区 分 内 容 
目 的 等 

種 別 項 目 分 類 細 目 

校（隊）内評価 課程等教育評価 教育成果の評価 素質及び素養  各課程等の各期ごとに次を目的として実

施する。 

１ 課程到達目標の達成度を確認する。 

２ 教育計画検討のための基礎資料を得

て、当該課程等の教育の改善に反映させ

る。 

３ 当該課程等の教育に必要な教育能力の

維持、改善を図る。 

４ 教官及び指導官による教育・指導の現

状を把握し、その適正な実施に資する。 

５ 個々の学生の効果的指導資料を得て、

学生不適格者等落後者を防止する。 

６ 総合教育評価の基礎資料を得る。 

期別成績 

個人別教務成績 

教務成績と素養試験等との相関 

期別教務成績傾向 

個人別体力等特性 

優等賞等授与状況 

服 務 

未修業者内訳 

教育計画の評価 教務予定 

教務内容 

試 験 

教育能力の評価 教 官 

教材等 

教育施設 

教育環境 

教育・指導要領

の評価 

教 官 

指導官（分隊長、班長等） 

アンケート調査 アンケート調査結果 

教育査閲 教育成果の評価 教育実績  各年度ごとに実施し、所要の教育成果が

得られているか、現行教育計画に基づき付

与されている教育能力が十分であるか、ま

教務成績 

体力等 

 
４

 



 

服 務 た、教官及び指導官による教育・指導要領

が適正であるかについて、当該学校等にお

ける教育の実態を把握、確認し評価する。 

 

未修業者内訳 

教育計画の評価 教務予定 

教務内容 

試 験 

教育能力の評価 教 官 

教材等 

教育施設 

教育環境 

教育・指導要領

の評価 

教 官 

指導官（分隊長、班長等） 

教育評価の評価 課程等教育評価 

アンケート調査 

校（隊）外調査 

教育分析 

校（隊）外評価 校（隊）外調査 校（隊）外調査

結果 

 部隊等からの所見を基に、現行課程等の

教育・指導における問題点を抽出し、改善

することにより、練成訓練との連接を図る。 

総合教育評価 総合教育評価 教育成果の評価 教育実績  各年度ごとに、校（隊）内評価及び校（隊）

外評価の結果から基礎資料を得て、次を目

的として総合的に評価を実施する。 

１ 教育目標の達成度を確認するととも

に、課程等の教育の全般的傾向を把握す

る。 

２ 現行教育計画に従い付与されている教

育能力を各要素別に、その現状を個別的

素質及び素養 

成 績 

教務成績と素養試験等との相関 

体力等 

優等賞等授与状況 

服 務 

未修業者内訳 ５
 



 

アンケート調査 かつ全般的に評価し、適正な教育能力の

維持を図る。 

３ 部隊等からの所見を得て、課程等の教

育と練成訓練との連接を図る。 

４ 現行課程等の教育における問題点等を

抽出し、改善を図り、効率的かつ効果的

教育の実施に資する。 

５ 教官及び指導官による教育・指導の全

般的な傾向を確認、評価し、その適正な

実施に資する。 

６ 年度教育統計の基礎資料を得る。 

教育能力の評価 教 官 

教材等 

教育施設 

教育環境 

教育・指導要領

の評価 

教 官 

指導官（分隊長、班長等） 

校（隊）外調査 校（隊）外調査結果 

教育分析 改善を要する事項 

現行教育計画の再検討を要する

基本的問題点 

将来、教育計画に影響を及ぼす

とみられる重大な傾向又は特徴 

その他、教育全般に関する重要

な参考事項 

注：本実施基準に記載する用語の定義は次のとおり。 

１ 課程等 

   課程課目標準に定められた課程教育及び特別講習をいう。 

２ 教材等 

教材及び教育用航空機をいう。 

３ 優等賞等 

達第２１条第１項に規定する優等賞及び校長等が別に定め、優等賞に準じて授与する賞をいう。 

４ 素養試験等 

素養試験、知能検査及び過去の課程成績をいう。 

５ 体力等 

運動能力及び水泳能力をいう。 ６
 



 

付表第２ 

教  育  統  計 

番号 項  目 細  目 細々目 

１ 

 

教育成果 教育実績 教育員数 

未修業者内訳 

教育実績に対する評価 

素養及び素質 素養試験 

知能検査 

素養及び素質に対する評価 

成 績 教務成績 

勤務成績 

体力等 

優等賞等受賞者数 

教務成績と素養試験等との相関 

成績に対する評価 

服 務 賞罰等 

服務に関する評価 

２ 教育能力 教 官 教官充足率 

教官交代率 

教官課程履修状況 

教官に対する評価 

教材等 教材等保有状況 

教材等使用実績 

教材等に対する評価 

教育施設 教育施設整備・使用状況 

７
 

 

 



 

 

   教育施設に対する評価 

教育環境 教育環境に対する評価 

３ 教育・指導要領 教 官 教育要領に関する評価 

指導官（分隊長、班長等） 指導要領に関する評価 

４ 

 

 

教育分析 要改善事項及びその改善状況  

現行教育計画の再検討を要する基本的問題点  

将来、教育計画に影響を及ぼすとみられる重

大な傾向及び特徴 

 

その他、教育全般に関する重要な参考事項  

 

 

８
」

 


